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ているという問題が指摘されている (Jaeger & Norcliffe, 2009). そのため, こ
れまでに想定されてきた文産出メカニズムが真に普遍的であるのか, あるいは
特定の言語群に共通する特徴を反映しているのか明らかではないと言える. 例
えば, 能動文において目的語が主語に先行する語順 (以下 OS 語順) は, 被動者
の処理が動作主の処理に先行することによって実現されると考えられてきた 
(Branigan, Tanaka, & Pickering, 2008; Tanaka, Branigan, McLean, & 
Pickering, 2011). しかし, 先行研究では OSV 語順や OVS 語順の検討は行われ





第 2 章	 先行研究のまとめと残された課題  
 
【OS 語順に関する研究】 
	 先行研究では, OS 語順の産出が線形的漸進性  (linear incrementality) 
に基づくと考えられてきた. 線形的漸進性とは文形式が文内要素の処理順序に
依存するという考え方であり, 先に処理された要素から文内の早い位置におい
て産出されることを予測する. そのため, OS 語順の産出は, 目的語となる被動
者の処理が主語となる動作主の処理に先行することによって実現されることが
提案されている (Branigan, Tanaka, & Pickering, 2008; Tanaka, Branigan, 






だと考えられてきた (Branigan & Feleki, 1999; Prat-Sala & Branigan, 2000). 
 5 
また, OS 語順に関しても同様に, 被動者のアクセシビリティを高めることによ
ってその産出が促進される傾向が観察されてきたことから, OS 語順は線形的漸
進性に基づいて産出されると主張されてきた  (Branigan & Feleki, 1999; 
Prat-Sala & Branigan, 2000; Tanaka et al., 2011).  
 
【VOS 語順に関する研究】 
	 ツェルタル語の VOS 語順を対象に文内要素のアクセシビリティを操作した
Norcliffe et al. (2015) では, 被動者の有生性 (アクセシビリティ) が高い条件
で VOS 語順の産出が促進される傾向が観察されていない. 一方, VOS 語順の産
出は動作主と被動者の有生性が同じ条件 (e.g., 有生物と無生物) で VOS 語順
の産出が抑制される傾向が観察された. この結果に対して Norcliffe et al. 
(2015) は VOS 語順の選択が線形的漸進性ではなく , 構 造 的 漸 進 性 










Mirković, & Macdonald, 2012; Smith & Wheeldon, 2001). また, 具体的な効
果としては 2 つの要素感の文内での距離を長くするような傾向が観察されてい
る (Gennari et al., 2012). そのため, Norcliffe et al. (2015) は動作主と被動者
の有生性が同じ条件では, 干渉効果によって動作主と被動者が隣接しないよう




	 以上のように, OS 語順の産出はこれまで線形的漸進性に基づくと考えられて
きたが, VOS 語順を検討した研究からは VOS 語順の産出が構造的漸進性に基づ
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く可能性が示唆されている. しかし, Norcliffe et al. (2015) の実験では文内要
素のアクセシビリティと意味的類似性という 2 つの要因が交絡しており, 本来
アクセシビリティが VOS 語順の産出に影響していたのかもしれないが, 意味的
類似性の影響のほうが大きかったために観察されなかった可能性が残される.  
	 このような問題点を踏まえ, 本研究では VOS 語順の産出に及ぼすアクセシビ
リティの影響を検討することにより, VOS 語順の産出が線形的漸進性に基づく
のか, あるいは構造的漸進性に基づくのかに関する証拠を提示する. また, 本研
究は VOS 語順の産出における文内要素の詳細な処理順序を検討するために, 
VOS 語順が産出される際の話者の視線を計測する. 一般的に視覚呈示された絵
を口頭描写する際の文内要素に対する注視は, その要素に関する語の処理を反





第 3 章	 対象言語：カクチケル語  
 
	 本研究はマヤ諸語の一つであるカクチケル語を対象とする. カクチケル語は
中米のグアテマラで話されているマヤ諸語の 1 つであり, 現在およそ 50 万人の
人々によって話されている. カクチケル語は主語と目的語と動詞を組み合わせ
た 6 通りの語順が可能だとされているが, 伝統的に VOS 語順 (1a) が基本語順
だとされている (Rodríguez Guaján, 1994). しかし, 現在では SVO 語順 (1b) 
も頻繁に用いられている (Brown, Maxwell, & Little, 2006).  
 
(1)  a. Xunim  ri ak’wal  ri xtän	  
 	 押した  男の子 (を) 女の子 (が) 
 
 b. Ri xtän  Xunim  ri ak’wal 
 	 女の子 (が) 押した  男の子 (を)  
	  
	 また, カクチケル語では受動文における VOS 語順も可能であるが, 本研究で
は研究の対象を能動文における VOS 語順に限定し, 特に断りがない限り「VOS
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語順」や「SVO 語順」という用語は能動文における「VOS 語順」と「SVO 語
順」を指す.  
 






されている (Bock & Warren, 2005). 動作主は有生物 (ヒト) に統制され, 被動
者の有生性が操作された (ヒト, 動物, モノ). 実験の結果, VOS 語順の産出は被
動者の有生性が低い条件で促進される傾向が観察された (図 1). この結果は
Norcliffe et al. (2015) と同様に, 動作主と被動者の意味的類似性が高い条件に
おいて VOS 語順の産出が抑制されたためだと考えられる. しかし, マヤ諸語で
は VOS 語順と VSO 語順の交代が可能であり, 動作主と被動者がともに有生物
の条件では曖昧性が生じて VOS 語順が避けられた可能性が残される. 
 
【実験 2】 
	 実験 2 では, 動作主を有生物 (ヒト) に統制し, 被動者の有生性 (ヒト, モノ) 
を操作した絵描写課題を行なった. 実験 1 との相違点は被動者を複数にした点
である. 被動者が複数の場合には目的語と一致を示す動詞接辞が顕現するため, 























図 2. 実験 2 における各条件の産出傾向 
有生物の条件よりも無生物の条件で VOS 語順がより多く観察された (図 2). そ
のため, 実験 1と実験 2の結果から, VOS語順の産出は動作主と被動者の意味的
類似性に大きく影響されることが示された.  
【実験 3】 





【モノ−ヒト】条件では OVS 語順の産出が最も多く観察されたが, VOS 語順の
産出は他の条件に比べて最も少なかった (図3). この結, 文内要素のアクセシビ
リティは VOS 語順の産出に影響を与えないわけではなく, 動作主のアクセシビ





















された. その結果, 被動者顕著条件では VOS 語順の産出が促進・抑制される傾
向が観察されなかったが, 動作主顕著条件では中立条 VOS 語順の産出が促進さ






第 5 章	 VOS 語順を産出する際の注視順序  
 
	 実験 5 では絵描写課題中のカクチケル語話者の視線を計測し, VOS 語順を産
出する際の動作主と被動者の処理順序を検討した. 実験で用いた刺激は動作主












図 4. 実験 4 における各条件の産出傾向 
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傾向にあった. その後, 発話開始まで (約 2600ms) 動作主と被動者を同程度注
視し, 発話開始を境に被動者への選択的注視を開始する傾向にあった (図5). ま
た, VOS語順を産出する際, カクチケル語話者は絵の呈示から約1000msの間に
は動作主を選好的に注視する傾向が観察された. その後, 発話開始時間 (約
2600ms) を過ぎて約 3000ms まで被動者を選好的に注視する傾向が見られたが, 
その後におよそ 5000ms まで動作主を選択的に注視する傾向があった (図 6). 
これらの結果から, カクチケル語話者は SVO 語順で産出する時だけでなく
VOS 語順で産出する時にも動作主を最も早く処理していることが示唆された. 
 
SVO 語順 (N=208) 平均発話開始時間  2.62 秒  
図 5. VOS 語順産出時の注視パターン  (縦線は発話開始時間を示す ) 
動作主 被動者 
図 6. SVO 語順産出時の注視パターン  (縦線は発話開始時間を示す ) 
VOS 語順 (N=83) 平均発話開始時間  2.64 秒  
動作主 被動者 
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第 6 章	 総合考察  
【結果のまとめ】	  
	 実験 1 から実験 5 までの主要な結果を以下にまとめる 
 
n VOS 語順が産出されやすい環境に関して 
①	 VOS 語順の産出は動作主と被動者の意味的類似性の高い場合に抑制され
る傾向にある (実験 1, 実験 2). 
②	 VOS 語順の産出は被動者のアクセシビリティを高めることによって抑制
される (実験 3, 4). 
③	 VOS 語順の産出は動作主のアクセシビリティを高めることによって促進
される (実験 4). 
	  
n VOS 語順を産出する際の視線に関して 
①	 VOS 語順で産出する際にカクチケル語話者は動作主を最も早く選好的に
注視する (実験 5) 
 
【総合考察】 
	 Branigan et al. (2008) や Tanaka et al. (2011) は OS 語順の産出が線形的漸
進性に基づき, 被動者のアクセシビリティを高めることによって OS 語順の産
出が促進されることを予測している. しかし, カクチケル語 VOS 語順の産出は
被動者のアクセシビリティを高めても促進されず, 動作主のアクセシビリティ
を高めることによって促進される傾向にあると言える. そのため, カクチケル
語 VOS 語順の産出は OSV 語順や OVS 語順といった他の OS 語順とは異なり線
形的漸進性に基づいて産出されるわけではないと考えられる.  
	 一方, カクチケル語 VOS 語順の産出に動作主と被動者の意味的類似性が影響
するという結果は Norcliffe et al. (2015) でも観察されており, 構造的漸進性と
















第 7 章	 本研究のまとめと今後の展望  
 
【本研究の結論】 
	 先行研究では OS 語順の産出が線形的漸進性に基づき, 被動者の処理が動作
主の処理に先行することによって実現されると想定されてきた. しかし, カク
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